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調査データを理解する
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凡例として調査データを見やすくするために図や 
チャート上で記号やカラー規定を使用しています。
 

カラー規定 

エンゲージメントと満足度が非常に高いワーカー

エンゲージメントと満足度が非常に低いワーカー

中間的ワーカー（上記のどちらでもない）

世界平均

国平均

ハイパーリンク

記号

特記

調査での最高スコア

調査での最低スコア

       国コード

AE アラブ首長国連邦
AU オーストラリア
BE ベルギー
BR ブラジル
CA カナダ
CN 中国
DE ドイツ
ES スペイン
FR フランス
GB イギリス
IN インド
JP 日本
MX メキシコ
NL オランダ
PL ポーランド
RU ロシア
SA サウジアラビア
TR トルコ
US アメリカ
ZA 南アフリカ
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調査データを理解する



調査結果概要

この調査で、世界17カ国の3分の1以上
のワーカーのエンゲージメントが低い
ことが明らかになりました。

今日、従業員エンゲージメントは企業の最終的な収益に関
わる重大な問題と捉えられている。それは安定した経済情
勢にある時はもちろん、市場が不安定で不確定な時代にあ
っても確実な企業成長を持続させるための源泉ともいえる。

従業員エンゲージメントの低下は、企業のコスト増加、仕事の
遅延、人的資源の枯渇、組織の脆弱化を引き起こし、最終的
にはエンゲージメントの高いワーカーの努力までも無駄にな
る事態を招く。企業を持続的に成長させるこの従業員エンゲ
ージメントが、今、グローバル企業が直面している深刻な課題
のひとつになっているのはこれが理由である。 

一握りのエンゲージメントが低い従業員による影響がどれほ
ど深刻なものであるかを理解している企業のリーダーは少な
い。この調査で、世界17カ国の3分の1以上のワーカーのエン
ゲージメントが低いことが明らかになった*。そして、残りの
3分の1は「どちらでもない」中間層が占めている。所謂、会社
に不満を抱いているわけでもなく、かといって会社の業績向
上のために熱意と忠誠心を持って自主的に貢献するわけで
もないワーカーの存在である。

今日、企業が直面する多くの複雑な問題と同様、この従業員エ
ンゲージメントへの施策は難しく、遅々として変化が進まない
のが現状である。Steelcaseでは長年に及ぶ「働くこと」と「職場
環境」に関する莫大な調査研究をベースに、グローバル市場
調査会社であるIpsos社と提携し、働く「場」がいかに従業員の
エンゲージメントに影響を与えるかを把握するために、大規模
な世界的調査を実施した。以下はその際に根幹となった問い
かけである。

オフィスを戦略的に活用することで、果たしてエンゲージメン
トレベルは改善するのか？

職場環境をどう変化させることで、最大の効果を得られる
か？

この調査の結果から分かることは、職場環境は状況次第で
従業員エンゲージメントを高めることもできれば、その取り
組みを妨げる障害にもなりうるということだ。また、職場環境
のどこを変えれば、効果があるのかも特定している。以下が
調査から導きだされた主要な発見事項である：

1.  従業員エンゲージメントと職場環境満足度の間には 

相関関係がある 

2.  エンゲージメントの高いワーカーは仕事の仕方を自分 

でコントロールしている 

3. 固定型機器の利用はモバイル機器を2倍上回る 

4. 昔ながらのワークスタイルに固執する  

5. 文化的背景がエンゲージメントレベルに影響を及ぼす 

調査結果概要
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* 当初、調査は17カ国を対象にして2016年3月に公表され、その後、
日本、オーストラリア、ブラジルの計3カ国が追加として調査されて
います。この調査結果概要は当初の17カ国の結果のみが反映され
ています。



調査結果概要 調査結果概要

職場環境満足度
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職場環境に対する高い満足度が、 
従業員の高いエンゲージメントに 
つながることがデータから分かる。

調査データは、職場環境の様々な点で非常に満足しているワ
ーカーが、より高いレベルのエンゲージメントを持っているこ
とを明らかにしている。しかしながら、世界のワーカーの中で
非常に高いエンゲージメントを持ちながら、職場環境にも非
常に満足しているワーカーはわずか13%しかいない。そして、
その逆もまた同様である。世界の労働力の11%はオフィスに
非常に高い不満を持ち、従業員エンゲージメントレベルも非
常に低い。

このデータが提起した問題は、エンゲージメントの高い少数
のワーカーだけが主体的に会社に貢献し、他のエンゲージメ
ントの低いワーカーよって、彼らの努力が水泡に帰しているの
ではないかということである。しかし、決して悲観的なデータ
結果ばかりではない。エンゲージメントと職場環境満足度の
間には相関関係があるという前向きなデータ結果もある。つ
まり、職場環境がエンゲージメントを高めるための重要な戦
略ツールになるということである。

世界の労働力の11%はオ
フィスに非常に不満があ
り、そのエンゲージメント
も低い。

非常に高い

非常に高い

世界のワーカーで非常に
高いエンゲージメントを
持ち、職場環境にも非常
に満足しているワーカー
はわずか13%しかいな
い。

非常に低い

非常に低い

11%

26%

29%

21%

13%

主要な発見
1.  従業員エンゲージメントと 

職場環境満足度の間には 

相関関係がある

エンゲージメントの高いワーカーの特徴は、どこでどうやって
仕事をするかを高いレベルでコントロールしているということ
である。つまり、プライバシーが必要と思えばそれを確保できる
スペースが周りにあるということである。彼らには組織的な意
思決定はもちろん、必要に応じたプライバシーの確保など、オ
フィスの利用可能なスペースの中でどうやって働くかを選択で
きる権限が与えられている。よって集中も容易で、チームでの
作業も邪魔されることなくスムーズに遂行できる。

エンゲージメントの高いワーカーは、健全な双方向コミュニケ
ーションが可能な企業を好む傾向がある。すなわち、会社の
リアルタイムの情報がいつでも入り、かつ自由に意見やアイ
デアを表現できる組織である。この調査から分かることは、オ
フィス内に多様な働き方をサポートする豊富なスペースを提
供することの重要性である。それはワーカーが個々の能力を
最大限に発揮でき、グループと個人、モバイルワーカーと内
勤ワーカーといった異なるワークスタイルに適した「場」づく
りということだ。

ワーカーが執務スペースをコントロール 
できることとエンゲージメントレベルの 
間には、ある種の相関関係があることが
データから分かる。

オフィス内で作業に応じて
働く場所を選択できますか?

14+   24+   59+   71+   88+
非常に低い
エンゲージ
メント

やや低い
エンゲージ
メント

中間 やや高い
エンゲージ
メント

非常に高い
エンゲージ
メント

14%

24%

59%

71%

25

0

50

75

100

88%

主要な発見
2.  エンゲージメントの高いワーカーは 

仕事の仕方を自分でコントロールしている
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調査結果概要 調査結果概要

世界的には個人のモバイル端末の普及率は高いが、仕事と
なるとその多くが固定機器を使用していることが多く、その数
はモバイル機器の2倍にものぼる。これはおそらくワーカーの
業務に応じた意図的な戦略、あるいは、絶えず進化するテクノ
ロジーに歩調を合わせるのが困難だとする考えが背景にあ
ると考えられる。いずれにしても、オフィス内外におけるワーカ
ーのモバイル化や多彩なスペースを従業員がフルに活用で
きる機能も、支給されるテクノロジー機器の選択肢によって大
きく影響を受ける。

1日の内、ほとんどの時間をデスクで過ごす業務の場合は固
定型が適している。また、コラボレーションをベースに多くの
情報共有を必要とする業務もある。その場合にはモバイル機
器の使用はもちろん、オフィス全体で容易に情報にアクセス
できるIT環境の整備が必須になる。それが欠如しているとデ
ジタル情報へのアクセスが不可欠なワーカーはデスクに縛り
つけられ、分散したチームメンバーとの恊働への意欲も落ち
ることになる。さまざまな要因でワーカーの働き方が変化して
いる現在、企業はこのITも含めた職場環境を真剣に再考しな
ければならない時が来ている。

世界的には個人用のモバイル機器は
高い普及率を示しているが、職場での
ワーカーの大多数は依然として固定
型機器に依存している。

主要な発見
3.  固定型機器の利用は 

モバイル機器を2倍上回る

会社から支給されるテクノロジー機器:

固定電話 

デスクトップ 
コンピュータ

携帯電話 

ノートパソコン 

タブレット

 

86+  80+  39+  39+  14+

86%

80%

39%

39%

14%

 

職場環境は過去10年で劇的に変化している。オフィスはより
オープンに、そしてカジュアルでコラボレーションベースにな
ったという認識もあるが、それは一部のメディアや大衆文化
の啓蒙による偏った見方だという意見もある。それは決して
間違いではないが、現実的には世界の多くのワーカーは、ヒ
エラルキーとデスクに固定され、依然として昔ながらの職場
環境で働いている。

職場環境のデザインと仕事の仕方は、近隣諸国の間でさえ大
きく異なり、ワーカーのほぼ3分の2が個室または共有個室で
仕事をしているという結果がでている。完全にオープンな執
務スペースもかなりの割合を占めてはいるものの、全体のオ
フィスのほぼ4分の1にしか過ぎない。クローズドかオープン
かという両極がスタンダードであるわけでも、正しいソリュー
ションとも限らない。しかし、これらの調査結果を見ると、企業
の多くが従業員のエンゲージメントを高める方法で、職場環
境を進化させてこなかったことは明らかである。

どのような執務スペースで仕事をしていますか？

主要な発見
4.  昔ながらのワークスタイルに固執する

ワーカーのほぼ3分の2が個室 
または共有個室で仕事をして
いる。

個室 

共有個室 

固定自席あり 
オープン執務スペース

ノマド 
（固定自席なし）

 

23+  37+  33+  8+23%

37%

33%

8%
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調査結果概要

職場環境満足度

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

非常に低いエンゲージ
メント + 満足度

非常に高いエンゲージ
メント + 満足度

1% 日本 
5% フランス 
7% スペイン

28% インド
22% メキシコ
20% アラブ首長国連邦

比較分布図:  多くの国が集中している反対側にあるのがエンゲージメン
ト率の高い国になる。

* 国名の略号については 
P3をご参照ください。

エンゲージメントが最も高いワーカーは、新興国に多く、エン
ゲージメントが最も低いワーカーは先進国に多い傾向があ
る。データを解析すると、ワーカーの居住国やその文化的背
景、期待度というものが、エンゲージメントレベルや職場環境
への満足度に大きく影響していることが分かる。

もちろん、例外もあるが文化的背景がワーカーの会社や職場
環境に対する意識や態度を左右している。そして、ワーカーが
満足感を感じ、高いエンゲージメントで仕事ができる「場」を
見つけることができるかどうかはこれによるところが大きい。
本調査での発見事項は、今後、グローバルに事業を展開する
多国籍企業が世界の様々な地域でオフィスを計画する際の
参考になるはずである。

非常に高い

非常に低い

文化的背景はエンゲージメントと 
職場環境満足度に大きな影響を 
与えるものである。

主要な発見
5.  文化的背景がエンゲージメント 

レベルに影響を及ぼす

非常に高い 非常に低い

すべての国にはその国なりの特性があり、2つとして同じもの
は存在しない。行動のプロトタイプで調査をする中で、 

Steelcaseは下記の2つのデザイン定義を提案している。これ
によって、企業は回復力のある、コスト効率の高い「場」を創
造できると同時に、従業員エンゲージメントへの対策もより容
易になる。

1.  身体的、認知的、情緒的なウェルビーングを考慮して 

スペースをデザインする 

2. 相互に作用しあう「システム」としてのスペースを創造する

「弾力性」のある
職場環境

働く「場」 
の役割

JP

FR

TR
GB

CASA

DE

NL
AU

BR
US

ZA MX

UA

PL RU

CN

IN

ES

BE
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従業員のウェルビーングを包括的にサ
ポートする職場環境を創造すること
が、従業員のエンゲージメントと満足
度を高めることにつながる。

身体的: 
健康的に

1日を通して身体を動
かし、姿勢を変えな
がら快適にエネルギ
ッシュに働ける環境
を創出する。

認知的: 
思考力高く

個やチームの集中
力、問題解決、アイデ
アの生成を促す多様
な「場」を通して、集
中力と活性化をサポ
ートする。

情緒的: 
気分よく

従業員と会社のつな
がりを強固にするス
ペースの創造によっ
て、仕事の本質であ
る社会的側面を考慮
する。

身
体

的

認知的

情

緒
的

ウェルビーング

従業員エンゲージメントを高めるには、身体的、認知的、情緒
的なウェルビーングを包括的にサポートするようにスペースを
デザインする必要がある。ウェルビーングは従業員の満足度や
エンゲージメントにとっては不可欠な要素である。

ウェルビーングとエンゲージメントの関係を理解すると、空間
デザインへのアプローチの仕方が明確になり、エンゲージメン
トを改善する「場」の構築が容易になる。

デザイン定義
1. 身体的、認知的、情緒的な 
 ウェルビーングを考慮して 
 スペースをデザインする

「弾力性」のある職場環境：
働く「場」の役割

姿勢: 
動く + 種類

1日を通して身体を動
かしやすく、座位や
立位、ラウンジ姿勢
など多様な種類の姿
勢をとれるようにす
る。

存在: 
デジタル + アナログ

オフィス内や分散型
チームのためにデジ
タル、アナログ両方
での質の高いコミュ
ニケーションをサポ
ートする。

プライバシー: 
集中力 + 活性化

オープン/閉じた執務
スペース両方で、プ
ライバシーを確保で
きるスペースを提供
する。プライバシーは
ワーカーの集中力と
活性化にとっては不
可欠で、エンゲージメ
ントの基本となる要
素である。

相互に作用するシステムとしての「場」
とは、従業員のウェルビーングをサポ
ートし、下記の項目を考慮しながら、
個人やグループのための多彩な「目的
地」が適切に配置されたものでなけ
ればならない。

姿
勢

存在

プラ
イ
バ
シ
ー

相互に作用する
システム
としての「場」

職場とは、人が1日を通して自分を活性化し、交流し、
学ぶ「場」であるべきである。ひとつのタイプのスペー
スでは今日の個やグループの多様なニーズを満たすこ
とは不可能である。理想的な「場」とは、相互につなが
ったゾーンと様々なスペースがシステムとして機能し、
ワーカーがどこでどう働くかのチョイスとコントロール
ができる「目的地」の集合体である。

相互に作用するシステムとしての「場」は、組織にしな
やかさを持たせ、苦境や変化の中にあっても強靭で弾
力性のある組織づくりを可能にする。それは、より効果
的で効率的な不動産の活用にもつながり、時代や組織
の変化に応じて柔軟にオフィスを進化させることがで
きるものである。

デザイン定義
2. 相互に作用しあう「システム」 
 としてのスペースを創造する

「弾力性」のある職場環境：
働く「場」の役割
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調査結果概要

調査結果は、従業員のウェルビーングのさまざまな側面がエ
ンゲージメントに影響を与えていることを示唆している。身体
的、認知的、情緒的ニーズを満たす職場環境は、従業員のエ
ンゲージメントを向上させる上で不可欠な要素である。こうい
ったニーズが満たされないと、従業員は自分の存在価値を感
じることができずに企業目標の実現に向けての熱意や忠誠
心も失くしやすい。

エンゲージメントを高めるには、状況を深く探り、それに向け
ての継続的な投資や取り組みが求められる。今、世界ではこ
の問題を好機と捉え、真摯に向き合い、挑戦しつづける企業
が数多く存在する。まさに「オフィス・ルネッサンス」が進行中
である。世界のリーディングカンパニーは、職場環境を戦略的
ツールとして位置づけ、より効果的な事業計画の実施、ブラン
ドや活気あふれる企業文化の構築を進めている。こうした企
業は結果として、優れた人材を引きつけ、エンゲージメントを
高め、市場での優位性を維持しながら繁栄を享受していくの
である。 

好機と捉える

「弾力性」のある職場環境：
働く「場」の役割

15



非常に高いエンゲージ 
メント + 満足度

非常に低いエンゲージ 
メント + 満足度 

13+       1113%

11%

グローバル

 

 

 

 
 
男性 女性

 
18～34歳 35～44歳 45～54歳 55歳以上

 
上級管理職  管理職

 
技能職/専門職 事務/サービス/営業職  
  

参加者数 

性別

 
年齢

 
職位/職種 

1+  18+  
日本

57%

27% 21%

43%

24% 29%

4%  

33% 63%

810

日本

 
1%

18%

調査での最低スコアq

q

日本日本
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23+       31+       46+       
70+       61+       53+       45+       22

23%

31%

46%

全体のオフィス 
レイアウト

共有エリアへの 
アクセス

個人の
執務スペース

オープンな執務スペース 

個室 

オープンな執務スペースと 
個室の組み合わせ

十分な数の 
会議室

カフェテリア/社員食堂 

プライベートスペース 

リフレッシュエリア 

スポーツ/運動施設

専用個室 

共有個室 

固定自席あり 
オープン執務スペース 

ノマド（固定自席なし）

オフィススペース

23+       37+       33+       8

23%

37%

33%

8%

貴方の執務スペースは
下記のうちどれですか?

職場にあるスペース:
（%が同意）

図1-JP  

 

図2-JP  

 

図3-JP  

 

グローバル貴方の会社のオフィス
レイアウトは下記のうち
どれですか?

70%

61%

53%

45%

22%

78+  9+  12
37+  39+  16+  51+  7

7+  23+  50+  21
日本日本の職場環境

完全にオープンな執務環境のオフィスが世界のどこよりも多
いのは日本で、その数は世界平均の3倍以上である。人口密
度が高い日本では不動産の希少価値が高いため、ほとんど
のオフィス（78%）はオープンな中での島型対向式レイアウト
が多くを占めている。

対照的に、個室は世界平均よりもかなり少なく、役員や上級
管理職に限られ、昔ながらの年功序列型階層構造が未だ残
っていると思われる。わずか7%が専用個室を持ち、23%は共
有個室で数名のワーカーが個室をシェアしている。

調査対象ワーカーの半数は、オープンな執務環境の中に自
席を持ち、およそ4分の1は固定自席を持たないモバイルワー
カーである。また、遠隔から仕事をするリモートワークも稀で、
管理職は1日を通してチームに近いところに自席を持ち、メン
バーを管理している。また、比較的狭い自宅には在宅勤務をす
るためのスペースがほとんどないのが現状である。

他国と比べて、日本のワーカーは他のどの国よりもノートパソ
コンの利用率が高い。テクノロジーが進んだインドの利用率
が56%であるのに対して、日本はそれを超える59%である。し
かしながら、他国の多くのワーカーと同様、大部分（85%）が
未だ自席では固定電話に縛られている。

多くのオフィスには十分な会議室やプライベートなスペース
が設置されておらず、カフェテリアや社員食堂の設置も決して
スタンダードではない。しかしながら、オフィスにリラックスで
きるリラクゼーションスペースが設置されているオフィスは
51%と高い。

日本のワーカーは他のどの国よりも、職場への不満が多く、
執務環境に対する感じ方も最も低い。過密状態のオフィスは
雑音の抑制や換気配慮、系統立てたスペースづくりも困難
で、オフィス家具にも強い不満が見られる。しかし、日本のワ
ーカーの3分の1は職場が楽しく落ち着けると答えている。こ
れは世界平均を超えるもので、おそらくは集団における秩序
や調和を重視する日本的文化も要因していると思われる。ま
た、オフィスが刺激的、革新的であると答えたワーカーはわず
か5%しかいない。

こうした現状を分析すると、日本のワーカーが、会社が従業員
の価値を認め、尊重していないと感じるのも驚くことではな
い。これは長時間働いているにも関わらず、会社が従業員の
能力を最大限に引き出していると感じる人が39%だけに留ま
っている数値にも表れている。

 

 

世界のどの国よりもオープンな
執務環境のオフィスが多い。

7%

23%

50%

21%

37%

39%

16%

51%

7%

共有スペースの種類は限られ、
会議室の数も少ない。

世界のどの国より、個室が少な
い。

78%

9%

12%

調査での最低スコアq

調査での最高スコアp

特記

q

q

q

q

q

q

q

調査での最低スコアq

調査での最高スコアp

p

日本 日本
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テクノロジー＋遠隔ワーク

グローバル80+       86+       39+       39+       14+       35
9+       36+       55+      

80%

86%

39%

39%

14%

35%

9%

36%

55%

デスクトップコンピュータ 

固定電話 

ノートパソコン 

携帯電話 

タブレット 

ビデオ会議

毎日 

時  々

まったくない

遠隔ワーク

会社から支給される 
テクノロジー機器:
（%が同意）

オフィス外で仕事を
する頻度は?

仕事での
テクノロジー機器
図4-JP  

 

図5-JP  

 

ワーカーの満足度66+ 6.60 10

23% 46% 22%

強く
そう思う

そう思う そう思わない 全くそう
思わない

分からない

8% 1%

職場環境
の質

職場環境に
対する感じ方

企業風土や
企業文化に
対する感じ方

貴方の職場環境を気に入っていますか? 
（%が同意）

貴方の会社において、下記は当てはまりますか?
（%が同意）

職場環境の質を評価する（1～10の尺度）

図6-JP  

 

図7-JP  

 

図8-JP  

 

グローバル

国平均は10ポイント中、5.4から7.5ポイントの範囲

0+  6+  94

日本60+  85+  59+  39+  14+  22
39+61+U 34+66+U
従業員の能力を最大限に
引き出している

従業員の価値を認め、
尊重している

5.454+ 日本

 

 
0%

6%

94%

遠隔ワークは稀であり、対象他
国と比べても最も比率は低い。

世界でも最もノートパソコンの
利用率が高く、依然、自席での
固定電話に縛られている。

60%

85%

59%

39%

14%

22%

職場環境の質に関しては最も
低いスコアである。

会社が従業員の価値を認め、
尊重していると感じているワー
カーが少なく、その数値は対象
国の中でも最も低い。 63+0+W39%

63% 56+0+W34%

56%

9% 36% 36% 19% 0%

文化的評価基準は付録Cをご参照ください

q

q

q

調査での最低スコアq

調査での最高スコアp

p

p

q

q

q q

q

調査での最低スコアq

調査での最高スコアp

p p

日本 日本
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非常に低い

非常に高い

非常に高い

非常に低い

職場環境満足度

エンゲージメント＋職場環境満足度 
クラスター分析
図9-JP  

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

グローバル

日本

全体的に職場環境に対する不満とエンゲージメントの低さが
懸念事項である。Steelcase/Ipsosのアンケート調査対象国の
中で日本はこの両レベルの数値が最も低い国である。対象
ワーカーの61%のエンゲージメントは低く、エンゲージメント
が高いワーカーはわずか1%である。日本はかつてイノベーシ
ョンや生産性、経済をリードする一国として諸外国の羨望の
的であったが、このような状況では再建を迫られている現局
面での対策も非常に難しいとも思われる。

日本のワーカーは従業員エンゲージメントと職場環境の満足
度におけるすべての項目において、その数値は平均よりもは
るかに低い。「仕事に行くのが楽しい」や「自分の会社を推奨
できる」といった項目は特にそれが著しい。しかし、半分ほど 

（52%）は「同僚との連帯感を感じる」と答え、これは世界平均
の76%よりもかなり低いが、日本のエンゲージメント指標の
中では最も数値が高い項目である。おそらくこれも調和や協
調といったものを大切にする国民性が多少反映されていると
考えられる。

対象他国の多くのワーカー（70%）が、会社の情報を入手する
手段を持っていると答えているのに対して、日本の比率は
43%に過ぎない。日本では1日を通して簡単に身体を動かし
て姿勢を変えることができるが、働く「場」のチョイスは極めて
少ない。また、大部屋でのオープンで過密な空間の中では集
中も難しく、頻繁に作業が中断されることも多い。

カジュアルでリラックスしたワークカルチャーやより快適でサ
ポート力の高い仕事環境を創出することが、高い従業員エン
ゲージメントとパフォーマンスへとつながることは間違いな
い。そして、その実現に向けての取り組みはすでにいくつかの
日本のリーディングカンパニーでは実践されている。

エンゲージメントと
職場環境満足度の関係

従業員エンゲージメントを高める職場環境については、
www.steelcase.com/globalreportをご参照ください。

18%

11%

30%

29%

7%

21%

1%

13%

日本のエンゲージメントレベル
は調査対象国の中で最も低い。

43%

26%

このクラスター分析は次ページのデータを元に作成されている。

日本 日本
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76+       71+       69+       68+       67+       63+       63+       63+       60+

76%

71%

69%

68%

67%

63%

63%

63%

60%

グローバル

職場環境エンゲージメントの
評価基準

会社や仕事に
対する態度

同僚との連帯感を感じる 

仕事に行くのが楽しい 

今の会社で働くことに 
誇りを感じる

仕事にやる気がもてる 

仕事に達成感を感じる 

自分の会社を推薦できる 

企業文化を尊重できる 

会社の戦略と方向性を 
支持している

会社での自分の将来を 
楽観視している

以下の記述に
同意しますか?
（%が同意）

図10-JP  

 51+       75+       66+       58+       77+       75+       66+       66+       61+       70+       56+       59+       66
51%

75%

66%

58%

77%

75%

66%

66%

61%

70%

56%

59%

66%

グローバル貴方の職場環境で 
下記は可能ですか?
（%が同意）

職場環境満足度の
評価基準

職場環境に
対する感じ方

作業に応じて働く場所を選択
できる

同僚と交流できる 

簡単に集中できる 

邪魔されることなくチームで
仕事ができる

1日を通して異なるスペースを 
動きながら仕事ができる

1日を通して姿勢を変えられる 

会社への帰属意識を持てる 

自分のアイデアを容易にかつ 
自由に表現、共有できる

プロジェクトや功績を共有できる 

会社の情報がリアルタイムで 
わかる

遠隔ワーカーを考慮している 

リラックスして落ち着ける 

来客を配慮している

図11-JP  

 52+  35+  45+  48+  51+  34+  46+  40+  39

日本 41+  62+  48+  42+  67+  76+  44+  54+  48+  43+  22+  41+  47
日本

 
52%

35%

45%

48%

51%

34%

46%

40%

39%

全てのエンゲージメント数値に
おいて、世界平均を大きく下回
っている。  

41%

62%

48%

42%

67%

76%

44%

54%

48%

43%

22%

41%

47%

満足度評価のすべての項目の
数値は一つを除き、世界平均を
下回っている。

調査での最低スコアq

q

q

q

q

q

q

q

q

q

q

q

q

q

q

q

q

調査での最低スコアq

日本 日本
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81+       68+       56+       54+       45+       66+       22

81%

68%

56%

54%

45%

66%

22%

自然光が入る 

デスク周りのパーソナル化 

室温の調節 

私用コンピュータ機器の使用 

照明の調整 

家具の調節 

オフィス家具の選択

グローバルA:  仕事環境の 
基本事項における 
コントロール度

貴方の仕事環境で
下記は可能ですか?
（%が同意）

B: 会社に対する 
満足度

貴方にとって、現在の会社は働くのに最適で、
ライフスタイルに合っていますか?
（%が同意）

68+       63+       62+       62+       56+       54
68%

63%

62%

62%

56%

54%

チームワークやコラボレーション
を推進している

従業員の能力を最大限に引き出
している

従業員の健康と安全を重要視し
ている

従業員の自発性を奨励している

従業員の価値を認め、尊重している

従業員のウェルビーングに関心
を持っている

グローバルC:  企業風土や 
企業文化に対する 
感じ方 

貴方の会社において、 
下記は当てはまりますか?
（%が同意）70+  36+  53+  45+  31+  41+  7

日本 56+  39+  50+  35+  34+  37
日本

 
70%

36%

53%

45%

31%

41%

7%

付録

日本

 グローバル

4%  35%                           42%    18%        2%

19%         45%                   25%             10%      1%

強く
そう思う

そう思う そう思わない 全くそう
思わない

分からない

 
56%

39%

50%

35%

34%

37%

付録日本 日本
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76+       75+       71+       70+       70+       66+       66+       63+       61

76%

75%

71%

70%

70%

66%

66%

63%

61%

照明 

コンピュータと電話機 

スペースのサイズ 

デスク周りのモノの系統化 

仕事をする雰囲気 

使用家具 

室温 

周囲の雑音レベル 

オフィスの換気 

グローバルD:  仕事環境の基本事項に
おける満足度 

下記の貴方の仕事環境に
満足していますか?
（%が同意） 35+       25+       25+       20+       20+       18+       16+       16+       12+       7+       20+       13

35%

25%

25%

20%

20%

18%

16%

16%

12%

7%

20%

13%

ストレスが溜まる 

楽しい 

官僚的 

刺激を感じる 

魅力的 

没個性 

本物感がある 

活動が制限される 

落ち着く 

見た目がよくない 

革新的 

冷たい感じ 

グローバルE:  職場環境に 
対する感じ方

貴方の職場環境を表現するとし
たら下記のどれが当てはまりま
すか?62+  52+  50+  46+  54+  40+  51+  49+  41

日本 23+  37+  21+  5+  12+  13+  16+  14+  30+  7+  2+  8
日本

 
62%

52%

50%

46%

54%

40%

51%

49%

41%

付録

 
23%

37%

21%

5%

12%

13%

16%

14%

30%

7%

2%

8%

付録日本 日本
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＊  「エンゲージメント＝Engagement」とは従業員が企業の目標達成に向けて、自発的に自らの力を発揮し貢献しようすること。 
また、それによって従業員も成長するという考え方。今日、人事や組織開発の分野で幅広く用いられている経営用語。

他の調査研究を知る Steelcaseのワークプレイスに関する研究リサーチや
インサイト（日本語）を知るには当社日本語ウェブサイト
（steelcase.jp）をご覧ください。  

Steelcaseは世界中の支社と販売代理店を通して、従業
員エンゲージメントを高める職場環境づくりのお手伝い
をしています。日本でのお問い合わせは日本スチール
ケース株式会社（03-3448-9611）までご連絡ください。  

 

調査について Steelcaseは今日の従業員のウェルビーングと企業業績の強力
な指標となる従業員エンゲージメント＊と職場環境との相関関係
を把握するために、グローバル市場調査会社であるIpsos社と提
携し、世界的な実態調査を実施した。

対象参加者の数はマクロでの動向を示すと同時に、例えば、回
答の画一化を排除する個人の独特な嗜好や見解も適切に反映
されている。調査データは人々がどう働いているかの理解を深め
るインサイトを導きだし、広義でのパターンを明確に特定してい
る。この調査は100人以上の従業員を抱える企業のワーカーを
対象としている。

20カ国  

14,903人
5つの主要な発見

日本
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